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検査（CTとMRI）時に注意が必要な医薬品DB

* 投与中止、原則投与中止、有益性投与、慎重投与、投与注意の5段階で表示。
** ガイドラインは、出典テーブルで確認可能。

特徴

大分類 中分類

医療機関システム 薬物療法支援

注意レベルを5段階*

で表示
ガイドラインの内容も
データ化**

注意情報と主な理由を
表示可能

概要

検査（CTとMRI）に際して継続投与に注意が必要な医療用医薬品の情報をデータ化

調剤薬局システム
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検査（CTとMRI）時に注意が必要な医薬品DB

処方支援

• 検査（CTとMRI）を予定する患者さんに対し、使用中の医薬品の休薬等が必要
かどうかの判断の参考に

検査支援

• 検査（CTとMRI）時に、必要な休薬が行われているかの確認に

• 検査（CTとMRI）時に、注意が必要な医薬品が投与されていないかの確認に

調剤支援

• 患者さんから検査に関する情報提供があった場合、検査（CTとMRI）予定日に
必要な休薬が行われるかの確認に

• 患者さんが使用中の医薬品に対し急な休薬指示がある場合、検査（CTとMRI）
の予定がないか確認する参考に

ご利用場面
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検査（CTとMRI）時に注意が必要な医薬品DB

検査と投与中の医薬品の表示例

○○ ○○ 様

○月○日生 〇歳 男

医薬品名 1日量 投与日数

ニトロダームTTS 25mg 1枚 14日分

投与中の医薬品の検査に関する
注意情報を表示

MRI（核磁気共鳴画像法）を行う患者→
前もって本剤を除去する

※本剤の貼付部位に火傷を引き起こすおそれがある。

ニトロダームTTS 25mgは検査に関連する
注意情報があります。

検査区分

MRI検査

検査予定日 ○年○月○日


